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軽量級柔道家における腰痛と体幹筋力との関係性は 
腰椎器質的変化に依存する
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論文概要
軽量級柔道家の体幹筋力と腰痛の関係を腰椎器質的変化の有無を用いて分析した。対象者は大学柔道部の男性
軽量級 32名（年齢：19.9±0.8歳，身長：166.7±4.7 cm，体重：66.9±4.4 kg）とした。腰痛の有無と程度の評価に
は大阪市立大学式日常生活動作評価を用いた。腰椎器質的変化は X線と磁気共鳴画像法を用いて評価した。体幹
筋力は体幹屈曲，伸展，左右回旋の等速性最大筋力を角速度 60，90，120°/秒で測定し，腰痛と腰椎器質的変化の
有無で比較した。その結果，腰椎器質的変化が無い腰痛を有する軽量級柔道家は，全ての運動方向の体幹筋力が
低く（伸展 60°/秒：ES [d]=1.38，90°/秒：ES [d]=0.78，120°/秒：ES [d]=0.37，屈曲 60°/秒：ES [d]=1.48，優位側回
旋 60°/秒：ES [d]=1.66，90°/秒：ES [d]=1.87，非優位側回旋 90°/秒：ES [d]=0.17，優位側 /非優位側回旋比 90°/秒：
ES [d]=1.55，p<0.05），腰痛の程度と伸展（90°/秒，r=–0.63），優位側回旋（90°/秒，r=–0.648），優位側 /非優位側
回旋比（90°/秒，r=–0.621）は有意な負の相関関係を示した（p<0.05）。しかし腰椎器質的変化の有る腰痛を有する
軽量級柔道家では同様の傾向は得られなかった。以上より，腰椎器質的変化の無い軽量級柔道家では体幹筋力の
腰痛への関与が顕著となり，伸展と優位側回旋筋力が重要である事が示唆された。


